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来
年
の
生
活
は

　
昨
今
の
日
本
の
状
況
を
見
る
と
、
来
年
は
ど
う
な
る
か
を
考

え
る
と
不
安
を
覚
え
ま
す
。
物
価
の
高
騰
は
加
速
度
的
に
進
行

し
て
お
り
、
来
年
に
入
っ
て
も
物
価
が
下
が
る
可
能
性
は
極
め

て
低
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
温

暖
化
の
影
響

で
農
作
物
が

不
作
と
な
れ

ば
、
食
料
価

格
は
一
層
上
昇
し
ま
す
。
今

よ
り
円
安
が
進
め
ば
輸
入
品

の
価
格
も
上
が
り
ま
す
。
人

材
不
足
に
よ
る
人
件
費
の
高

騰
も
物
価
上
昇
に
拍
車
を
か

け
ま
す
。
し
か
し
収
入
、
実
質
賃
金
は
上
が
ら
な
い
と
な
れ
ば

生
活
は
よ
り
苦
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
要
因
が
重

な
れ
ば
、
来
年
だ
け
で
な
く
、
10
年
後
の
日
本
経
済
の
姿
を
想

像
す
る
の
も
難
し
く
、
生
活
が
豊
か
に
な
る
未
来
は
描
き
に
く

い
の
が
現
状
で
す
。

　「
貧
す
れ
ば
鈍
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
貧
し

さ
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
国
民
の
意
識
が
誤
っ
た
方

向
、
戦
争
の
方
向
に
進
ま
な
い
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。



め
て
い
く
場

が
報
恩
講
な

の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の

事
実
を
言
い

当
て
る
言
葉

を
耳
の
底
に

「
貽
す
」の
だ

と
言
い
ま
す
。

「
の
こ
す
」
と
聞
く
と
、
多
く
の
方
が
「
残
」
と
い
う
字
を
想

起
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
す
。「
残
」
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11
月
は
真
宗
本
廟
（
本
山
）
は
じ
め
、
各
地
で
報
恩
講
が
厳

修
さ
れ
ま
す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
報
恩
講
と
は
宗
祖
親
鸞
聖
人

の
ご
命
日
の
法
要
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
報
恩
講
を
勤
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

親
鸞
の
ひ
孫
に
あ
た
る
覚
如
上
人
は
報
恩
講
と
は
「
実
語
を

耳
の
底
に
貽
（
の
こ
）
す
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
仰
っ
て
い

ま
す
。「
実
語
」
と
は
、
私
の
事
実
を
言
い
当
て
る
言
葉
で
す
。

仏
教
は
し
ば
し
ば
「
鏡
」
に
喩
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
鏡
に
映

る
私
と
は
、
一
体
ど
ん
な
私
で
あ
る
の
か
。
そ
の
こ
と
を
確
か

報
恩
講

市
野 

智
行
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と
は
「
あ
ま
り
」
や
「
の
こ
り
」
を
意
味
し
、
差
し
引
き
か
ら

く
る
言
葉
で
す
。
一
方
で
「
貽
」
と
は
「
伝
え
る
」
と
い
う
意

味
を
持
ち
ま
す
。
つ
ま
り
、耳
の
底
に
貽
す
の
は
、私
に
伝
わ
っ

て
き
た
も
の

を
聞
き
、
次

の
世
代
へ
伝

え
る
た
め
に

「
貽
す
」
の
で

す
。
そ
の
相

続
が
浄
土
真

宗
の
歴
史
で

あ
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
報
恩
講
を
お
勤
め
す
る
中
で
、

何
を
聞
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
耳
に
貽
っ
て
い
る
も

の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
語
り
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
寺
で
も
、
ご
家
庭
で
も
、
ど
こ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
出
遇
っ
て
き
た
お
念
仏
の
教
え
を
、
ぜ
ひ
語
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
私
の
耳
の
底
に
貽
っ
て
い
る
の
は
「
こ
の
白
道
を

渡
る
の
は
行
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
仏
が
渡
る
の
で

す
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

報恩講お斎
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令
和
八
年（
２
０
２
６
年
）年
忌
表

年
　
回

年
回
に
あ
た
る
没
年

一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
七
回
忌

五
十
回
忌

令
和
７ 

年
（
２
０
２
５
年
）

令
和
６  

年
（
２
０
２
４
年
）

令
和
２  

年
（
２
０
２
０
年
）

平
成
26 

年
（
２
０
１
４
年
）

平
成
22 

年
（
２
０
１
０
年
）

平
成
16 
年
（
２
０
０
４
年
）

平
成
12 
年
（
２
０
０
０
年
）

平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

昭
和
59 

年
（
１
９
８
４
年
）

昭
和
55 

年
（
１
９
８
０
年
）

昭
和
52 

年
（
１
９
７
７
年
）

十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
十
時　

親
鸞
聖
人
ご
命
日
の
お
勤
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
朋
会
例
会

十
二
月
二
十
八
日
（
日
）
十
時　

親
鸞
聖
人
ご
命
日
の
お
勤
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
朋
会
例
会

十
二
月
三
十
一
日
（
水
）
三
時　

歳
末
勤
行

　
　
　
　
　
　
　
　

（
除
夜
の
鐘
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
元
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
朝
の
初
鐘
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
）

　

一 

月　

一 

日
（
祝
）
十
時　

修
正
会
（
し
ゅ
し
ょ
う
え
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
半
頃　

初
鐘

 

行
事
予
定 
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